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南総研だより発刊にあたり

中尾　佐助

鹿児島大学では,多年にわたり各分野から南方地域の各種研究を志向した研究者が多く,その

業績も集積しつつある｡それを更に一層の発展と総合化のため,学内にセンターの設置が要望さ

れてきた｡蟹江松雄学長は就任以来,その実現のために多年努力を続け,学内施設として,昨年

lュ月,教官会議,協議会などの組織を定め,南方地域総合研究センターを発足させた｡

このセンターはまだ生まれたばかりで-,具体的を活動は全くこれからである｡いまのところそ

の力は弱いが,多数の協力教官をもち,日本の大学における地域研究の新しい施設として研究活

南総研だよりには,鹿児島

大学シンボル･マークを使

用することになりました｡

このマークは,中丸が桜島

′　で　鹿児島県の形にをぞら

言　えたものです｡また鹿児島

浩ま･古代は隼人の国です｡丈　隼人は南方系民族と言われ

i,一ていますが,奈良朝･平安

∴　朝につかえ,儀式に参加し
l *

ました｡その時たずさえた

木桶が平城宮跡から出土し

て,その文様は渦の方向が

逆ですが,鹿大シンボル･

マークとよく一致していて,

このマークの由緒のほどが

しのばれます｡ (中尾記)

左の写真は,平城宮出土の

隼人の楯,原物は,白･黒･

赤三色の文様｡

動を開始しようとしている｡そのためには協

力教官,学内一般,さらに学外の研究者とも

密接な連絡をたもち,協力して研究をすすめ

る必要上,この商総研だよりを発刊すること

に在った｡　南総研だよりは年数回発行の予

定である｡南総研ではこのほか,年二巻の紀

要を本年度より出版する｡

われわれの目ぎす地域は発展途上国である｡

その地域の自然の研究はまたねくれており,

また人間文化,産業をどに貢献するためには

今後多大の研究が必要である｡日本本土の最

南端にある鹿児島大学は,そのためにこれか

ら新しい活動を始めようとしている｡ 

(鹿児島大学南方地域総合研究センター長)
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-2- 南総研　だ　よ　り

昭和55年度　南総研センター事業計画

〔I〕講演会･シンポジウム等の活動

1.商総研センター創立記念講演会

｢現代文明と南方海域｣

日　　時:9月20日(土)午後1時～5時

会　　場:中央公民館ホール

講　　師:中尾佐助氏(農大教授･南総研センター長)

｢照葉樹林文化と鹿児島｣

梅樟忠夫氏(国立民族学博物館長)

｢世界における日本文明｣

共催関係:国際交流基金

2.シンポジウム｢海域としての東南アジア世界｣

｢東南アジア史におけるビルマ｣

日　　時:10月18日(土) ･19日(日)

会　　場:鹿児島大学

参加者:南総研センター教官,東南アジア史学

会会員

共催関係:東南アジア史学会

(事務局:京大文学部)

3.国連大学｢水陸相互作用計画調整者会議｣

日　　時: 9月8日(局)～12日(令)

会　　場:鹿児島大学

参加国:中国,インドネシア,マレーシア,

フィリピン,オーストリア,日本

参加者:上記･6ヶ国の研究者,国連大副学長,

南総研センター教官(岩切成郎ほが

共催関係:国連大学

〔Ⅱ〕関連調査研究活動

1.国連大学｢水陸相互作用:沿岸地域の資源管理に

関する調査比較研究｣

期　　　　　間:7月･8月

調査フィールド:石垣島

参　　加　　者:南総研センター教官(岩切成郎ほか)

共　催　関　係:国連大

2.科研費｢フィリピン,セブ･ネグロス島付近,オウ

ムガイ自生海域の海洋生態学的調査｣

(予備調査)

期　　　　　間:8月24日～9月16日

調査フィールド':フィリピン,セブ･ネグロス島

参　加　　者:南総研センター教官(早坂祥三ほが

3.科研費｢東南アジア辺地における生物生産体系

と社会構造｣調査

期　　　　　間:10月27日～1月9日

調査フィールド-:インドネシア,チモール島ほか

参　　加　　者:南総研センター教官(岩切融Pほか)

4.科研費｢東南アジアの農村における果樹を中心

とした植物利用の生態学的研究｣

期　　　　　間: 8月8日-9月4日

調査フィールド:インドネシア･パプアニューギニア

参　　加　　者:南総研センター教官(中尾佐抑えか)

〔Ⅲ〕研究会活動

I. ｢南総研センター｣現地調査報告･研究会

発表者:南総研センター教官　ほか

会　　場:鹿児島大学内

テ　ーマ:調査報告,研究発表等

日　　時:毎月1回程度

〔Ⅳ〕出版活動

1.南総研だより

形　　式:タイプ打ち

内　　容:連絡,研究等の彙報

刊行回数:年数回

配布先:学　内

2. ｢南総研センター｣紀要(仮題)

刊　　行:年2冊

形　　式:欧文もしくは欧文レジュメ付
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第1回南総研センター研究会 

昭和55年6月25日於農学部124号教室 

演題｢東南アジア.オセアニアの農耕文化論｣ 中尾佐助 

東南アジアを旅行すると,いたるところで見える風景は水田稲作である○それはタイ,マレー 

シア,ベトナム,ビルマ,フイl)ツピン,インドネシアで共通している○しかし東南アジアには 

畑作地もあり,また山地には焼畑もある○しかし圧倒的を面積は水田稲作地である○この水田稲 

作地を見ていると,これら地帯の全部にわたって民家が杭上家屋であることに気づいてくる○夕 

イ族では非常を高床の家屋が普通であり,マレーも杭上家屋,ジャワでも同様である○しかし場 

所によっては土間家屋もある○タイやビルマ北部の焼畑氏は土間家屋,ベトナムも土間家屋である○ 

また中国人は華僑として東南アジアに多くの文化的影響をあたえているが,彼等は土間家屋であ 

る○インドネシア東部ではハルマヘラ島は水田稲作でなく,焼畑であるが,その家屋は土間であ 

る○こうしてみると,東南アジアの水田稲作は杭上家屋と複合していると言えよう○この複合文 

化をパデイ農耕文化と名づけてみよう○このパデイ農耕文化は日本の弥生文化と殆んど同時期に 

展開したものでその文化複合の内容は両者殆んど一致しており 劔痛:�ｨ,ﾈｴ靈�*�.rﾉ8ﾈ,ﾙ?ｩgｲﾂ�

南は東南アジアに展開したものと考えられる○ 

インドネシア以東のメラネシア,ミクロネシア,ポリネシアは根栽農耕文化の地域である○根 

栽農耕文化は中国南部からマレーにいたる地域から民族移動と共に太平洋上に伝播したと,その 

栽培植物の起源地の関係から推定されているOLかしその始めは多分傘栽培に近い状態で大陸か 

ら離れ,それが島の上で発展して,典型的を根栽農耕文化が太平洋の島の上で完成した○種子無 

しのパンノキやヤムイモの高次を品種改良はオセアニアの島の上でねこつたのであろう○ 南総研センター協議会委員 

選出母体 傀ｩ�隗yYI9��氏名 ��偬�ｩ�ﾂ�所属学部等 倩�kﾂ� 

センター長 凵將��ｲ助 ����

センター教官 凉ﾘｧyYB�早坂祥三 丿XｧyYB霆9wｹYB�一法文学部 兌ﾙ68ﾔI�ﾂ�

医学部 兀�8x��u��仆8支ｧyYB�坂東義雄 

工学部 兀����y{｢�凉ﾘｧyYB�長谷綱男 

農学部 �ｨｷｸ�蔗��8ｧyYB�佐藤淳夫 

〟 兢��)(儻b�倬XｧyYB�浦郷篤史 

水産学部 �8ｮ)���ﾉ��儘逢yYB�岡村俊一 

〟 兌ﾙ69Jｩ��僞�yYB�大塚閏- 

〟 ��ﾉ�ｨﾅ)�����X蝌ｧyYB�楠本大壱 

教養部 ����)|x裵�仆9wｹYB�田川日出夫 

※○印は委員長文は議長を示す○ 
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南総研センター教官

職名 倩�kﾂ�専門分野 ��Ykﾂ�氏名 ��ｩnYZｩnﾂ�

(法文学部) � 傚Xｻ8��松尾英輔 ��ﾇﾂﾉ�(��ｧr��ﾉ[i&騫ﾘｧr�

講師 傴ﾉnﾈ����アジア地域経済論 ���西中川駿 偬(�8ｧr�i'ｸ��eXｧr��

(教育学部) � ���石畑清武 僖ﾙ����Z逢r�

教授 �69�8自&｢�畜産学,生理学 生物物理学 俎X蹌�林満 僖ﾙ��ﾞﾉZ逢r�

(理学部) � 傚X薰�串間俊文 �ｨ�ｷ�-�扞]��ﾇﾈｧr�

教授 乘�69�ﾙk��分析.地球化学 忠�X蝌ｧyYB����

〟 ���ﾞ(�蔗�腐位学,古生物学 地史学 仆8��楠本大壱 ��X蝌ｧx自L｢ﾉ�X蝌嶌ｧr�

助教授 ��Y,ｹuIEb�層位学,古脊椎動物学 ���片山輝久 丶9vﾘ��ﾋ��iZ�ｸｧr�

(医学部) � ���岩切成郎 ��X蝌ﾆ��r�ﾙ�ﾝｸｹ仂i��

教授 兀�8x��u��熱帯医学 傚Xｻ8��米盛事 ��X蝌ｧx自L｢�

助教授 ��ﾉJ斡儺b�〟 梯��金沢昭夫 ��X蝌嶌ｧr�

〟 ��ﾉk��内分泌学,免疫学 梯��税所俊郎 ��X蝎�iZ逢r�

〟 �?)-(ｶ��ﾂ�熱帯医学 ���平田八郎 ��X蝎�ﾙ�(ｧr�

講師 冦依I�R�// ��ﾈ5��市川英雄 ��X蝌ｧx自L｢ﾈⅸｧr�E�hﾆ��rﾈﾆ�8ｧr�

助手 ��X�8�)[b�I/ 梯��井上晃男 丶9vﾘｮ��)�h蝌ｧr�

〟 冓H尸MXﾉ"�〟 梯��今井健彦 ��X蝌ｧx自L｢�

(工学部) � ���手島新一 ��X蝌嶌ｧr�

教授 ��:�ﾗ2�建築史,建築意匠 俎X蹌�林征- ��X蝌ｧrﾉ�iZ�ｸｧr�

助教授 兀����y{｢�i/雪子計測 ���川村軍蔵 仍囘�ｧrﾉ�iyﾘｧr�

(農学部) � ���片岡千賀之 ��X蝌ﾆ��r�

教授 傅ﾉ��ﾔ���園芸.造園学 傚X薰�田中淑人 ��X蝎�iZ�ｸｧr�Z�,��iZ�ｸｧr�

〟 儘�:����農業経営学 梯��山崎繁久 ��X蝎�ﾙ�)�iyﾘｧr�

〟 �儼ﾉKｨｴ��応用生物化学,食品栄薬 ･化学,製造化学 梯��門脇秀策 冽ｹ�(ｹ��ｨｬ(ｺｸｧr�

〟 傅ﾉ}�裵�応用生物化学,栄養化学 �� ��

// �Xｿxﾉ(爾�観幽園芸学,育種学 宙ｻ9wｹYB����

// 遅畑ｷｸ�蔗�獣医公衆衛生学 家畜衛生学 仆8��荻原弘明 �7(8ｸ7ﾘ譴�

// 儼��ﾈ諸Wb�土疫学 ���浦島幸世 俎ｨ��ｧr�

〟 ��Y,ｸ粉ﾒ�獣医学,畜産学 動物形態分類学 ���田中日出夫 ���Z��i�Hｧr�

/I 兢��)(儻b�作物学 傚Xｻ8��石沢良昭` �8ﾉ>ﾈ4�5x4�譴�ﾌ9�84ｨ987ｸ5x4�N畏�r�

助教授 價ｩ���8��勲常作物学,蚕糸学 植物生理学(桑) ���西義郎 �6�7�6(6r�7(8ｸ7ﾘﾋ靜ｨｧr�

// 儻�69uH自��家畜栄養学 俎X蹌�新田栄治 俟ﾈﾌ8ｧr�

〟 �9)�ﾈ�爾�応用昆虫学,生態学 昆虫系統分類学 梯��田村克己 �8ﾈ4�5x4��8ﾉｧﾘ4�984�j����ｧr�

〟 �:�gｸ���b�澱粉化学 �� ��

〟 �69�94颱b�家畜外科学 家畜臨床繁殖学 �� ��
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